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 農業研究所の取り組み 

三重県農業研究所 研究戦略課 

 皆様には、平素より農業研究の推進にご理解、ご協力を賜り、こころよりお礼申し上げ
ます。 

 三重県農業研究所では、「農業研究所のミッション」、「基本方針」を平成２４年度に
策定し、農業が魅力的な産業として発展できるような技術革新に取り組むこと、また、農
業研究所の知恵と強みを使い、地域や現場の問題を解決し、地域社会に貢献することを目
指しております。これらのミッションを達成するため、平成２５年度には大幅な組織改編
を行い、フード・循環研究課や地域連携研究課の新設など、８研究課＋３研究室の研究体
制とし、栽培環境の変化や生産者および食品関連事業者等の多様なニーズに的確に対応で
きる体制といたしました。 

 また、「儲かる農業」を実現・推進するため、農業研究所と事業者をつなぐコーディネ
ーターや食品関連事業者等と連携し、実用化（商品化）につながる研究にも力を入れてい
るところです。特に、農業技術や新品種の開発段階から、実需者等の関係者にご意見をい
ただき、研究の出口としての「技術の実用化（商品化）」を常に意識した研究活動を進め
ております。 

 第３集となりました本研究成果情報集では、すぐに普及に移せる技術として４課題、こ
れから普及が期待される成果として１課題を紹介しております。 

 今後とも、県民の皆様や地域の期待に応えられるよう、努力してまいりますので、格別
のご指導・ご支援をお願い申し上げます。 


